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東北復興支援・地域活性化に向けた地域連携 PBL

プロジェクトの実践と課題 【3. 宮城編 (2)】 

宮城大学 事業構想学群 教授 大嶋 淳俊 

 

前回の「2. 宮城編（1）」では 2019~2021年度の宮

城でのPBLの実践を取り上げた。今回はコロナ禍が明

けてきた2022~2023年度の取り組みを紹介しながら、

復興支援・地域活性化に資する地域連携PBLのあり方

とアプローチについて検討する。 

 

1. 2022～2023年度 地域連携 PBLの全体像 

この期間の地域連携PBLとしての活動実績は、次の

通りである。 

 

図表 1  宮城で実施した地域連携 PBL（2022-2023年） 

名称/年度 概要 備考 

① 秋保オン

ライン交流

会の開催 

2021年度の秋保オンラインツアーの

経験を基に、参加者間の「交流」に

重点をおいた「オンライン交流会」

を実施。地元経営者に加えて NPO

と連携して広域化を図った。地元商

品特別セットの企画販売や、同日に

東京開催のリアルイベントとオンラ

インで繋ぐなども実施。 

大嶋研究

室 3年生

が担当、 

4年生も参

加 

② 秋保観光

促進のため

の SNS運用
(2022) 

2016年から継続している秋保観光促

進のための SNSのフォロワー拡大計

画を策定し、仮説を立てて実行して

大幅な増加に成功した。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

③ 秋保の新

地域ブラン

ド土産

「AKIU琥珀

糖」開発
(2022) 

 

2020年に地域ブランド新土産として

商品コンセプトを策定した琥珀糖の

商品化に再挑戦し、「AKIU琥珀

糖」を完成。秋保のライトアップイ

ベント「アキウルミナ」をモチーフ

にした。本活動は宮城県県政 150周

年記念事業にも選定された。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

④ 復興庁の

大規模対面

イベントで

の新商品 PR

と販売(2022) 

2022年 10月末に復興庁等が主催し

た大規模マルシェに出店し、秋保の

PRも行いながら、2時間で完売でき

た。復興大臣（当時）も購入した。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

⑤ 仙台秋保

観光促進の

ための SNS

運用(2023) 

2016年から継続の SNSの話題範囲

を秋保のみならず仙台市全体に拡げ

て関心喚起の強化を図った。また、

インスタのリール動画の拡充にも挑

戦した。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

⑥ 仙台秋保

の観光 PR動

画制作とコ

ンテスト応

募 (2023) 

仙台秋保の観光交流促進のため観光

PR動画『女王様はアキウがお嫌

い!?』と『秋保桃太郎』を企画制作

した。インバウンドにも人気のある

「忍者」や「日本昔話」を題材。テ

レビ・ラジオなどマスコミにも取り

上げられて、早期に 3,000回以上の

再生が達成できた。全国規模の映像

コンテストにも応募。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

⑦ 秋保の新

地域ブラン

ド土産「秋

保大滝琥珀

糖」開発
(2022) 

 

前年の琥珀糖商品を秋保の地域資源

と密接に関連づけて地域ブランド土

産の特徴を出すために、秋保の代表

的な観光資源「秋保大滝」をモチー

フに「秋保大滝琥珀糖『秋保のしず

く』」を開発。これは 2020年発案

の 3年越しの実現。 

大嶋研究

室 3~4年

生が担当 

⑧ 秋保イベ

ントや仙台

空港等での

「秋保大滝

琥珀糖」の

PRと販売
(2023) 

「秋保大滝琥珀糖」というリアル商

品を梃子に、秋保開催のアキウハロ

ウィンマルシェ、秋保ヴィレッジで

の販売と観光動画紹介を実施。さら

に 2016年に連携していた仙台国際

空港でも販売と観光動画紹介を実

施。新聞やネットニュースなどに多

数掲載。 

大嶋研究

室 3~4年

生が担当 

⑨ Z世代向

け仙台観

光・体験 PR

動画制作と

コンテスト

応募(2023) 

2023年夏に観光 PR動画 2本を制作

した経験をもとに、Z世代を主対象

に、ゼミ生が魅力と思う観光コンテ

ンツや体験プログラムを紹介する動

画を制作。全国規模の映像コンテス

トにも応募。 

大嶋研究

室 3年生

が担当 

 

2. デジタル化とリアル商品化の再始動（2022年度） 

  2022 年度の前半は、前年の秋保オンラインツアーの

成功を受けて、参加者間の「交流」に重点をおいた

「オンライン交流会」を実施した。 

図表 2  オンライン交流会とリアル商品開発 

 

2020 年に地域ブランド新土産として商品コンセプトを

策定した琥珀糖の実現に再挑戦した。地元経営者やプロ

のパティシエ等の協力をえて、秋保のライトアップイベ

ント「アキウルミナ」をモチーフにした「AKIU 琥珀

糖」商品化に成功した。この活動は宮城県県政 150 周年

記念事業にも選定された。 

地元経営者や「食」で復興支援に取り組む NPO と

の連携で参加者の拡大を図った。交流会向けに地元商

品特別セットの企画販売や、同日に東京開催のリアル

イベントとオンラインで繋ぐなどの試みも行った。こ

れと並行して、ゼミ運営の秋保観光促進インスタグラ
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ムのフォロワー拡大のために実験を続けて効果の高い

パターンを見出して大幅な増加も達成できた。これら

の経験を卒業研究に繋げる学生が増えた。 

2022 年 10 月末に復興庁等が主催の大規模マルシェ

に出店し、秋保の PR も行いつつ、2 時間で完売でき

た。復興大臣（当時）も来店して購入した。 

このように年度の後半には対面活動のハードルはか

なり下がり、リアルの活動を増やしていった。 

 

3. リアルの拡充とデジタルの融合促進（2023年度） 

  2023 年度の活動の大きな特徴は、観光交流の長期的目

標を「地域ブランディングの向上」と再定義し、各プロ

ジェクトを実現手段と位置づけ直して相乗効果発現に力

をいれた点である。筆者は仙台市役所が地元と推進する

秋保地区のブランドコンセプト策定にアドバイザーとし

て参加したことが、深く考えるきっかけとなった。 

   5月には新型コロナが 5類に移行して行動制限がなくな

ったため、移動を伴う観光が急速に活発化した。秋保の

地域ブランディングの体現を目指した観光 PR 動画『女

王様はアキウがお嫌い!?』と『秋保桃太郎』を企画制作

した。インバウンドにも人気のある「忍者」や「日本昔

話」を題材。テレビ・ラジオなどマスコミにも大いに取

り上げられた。さらに、ゼミのインスタグラムでは秋保

のみならず仙台市全体の魅力を伝える方針に転換し、リ

ール動画の拡充を図った。 

図表 3  観光動画制作と SNSマーケティング 

 

  前年の琥珀糖商品を地域資源と密接に関連づけて地域の

特色を出すため、秋保の代表的な観光資源「秋保大滝」

をモチーフに、地域ブランド土産「秋保大滝琥珀糖『秋

保のしずく』」を開発した。このコンセプトは 2020年の

初案を 3年越しで実現したものである。 

次に、「秋保大滝琥珀糖」というリアル商品を梃子

に、秋保開催のアキウハロウィンマルシェ、秋保ヴィレ

ッジでの販売及び観光 PR 動画の紹介も実施した。さら

に、2016 年に連携していた仙台国際空港でも同様のイベ

ント活動を実現できた。「手にとってわかる」リアルな

商品の存在により、新聞やネットニュースなどにも多数

取り上げられた。 

図表 4  リアル商品開発と対面イベントを複数実施 

 

  各活動では、ゼミ生各自に研究的な問題意識を持たせ

て、質問紙調査や聞き取り調査を組み込み、卒業研究に

直結できるようにしている。これにより、開発した商品

や動画だけでなく、学術的にも意義のある成果発現に繋

がるように仕組み化している。 

 

4. 終わりに：地域連携 PBLでの RDXモデルの可能性 

これまで 3 回にわたり、過去 8 年間の東北における

地域連携PBL活動について紹介した。これらは、地域

ブランド商品開発・対面イベントなどの「Real」と、

動画制作や SNS 運営など「Digital」の融合により、

「X: Transformation」（変革）を創出する「RDX モ

デル」で地域ブランディング向上を図り、持続的活性

化を図る取り組みだったと捉えることができる。 

 

図表 5  RDXモデルによる地域ブランディング向上 

 

地域連携PBLは、学生の学修のみならず、地域の関

係者や教員も若者の新しい視点を知り、新たな取り組

みを考える機会になっている。ただ、この活動を牽引

するリーダーシップの研究はこれからである。今後

は、地域連携 PBLにおける RDXモデルの理論化と新

たなアプローチの検討を続けていきたい。 
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